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地域を守る



防災特集
－もしもの災害に備え、自分を、大切な人を、そして地域を守る－

�■問合先／防災課（☎ 58 - ５１１１・75 - ３１１１代表）

備える

自助

共助 公助

自分の命は
自分で守る

自分の地域は
みんなで守る 公的機関が守る

　

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
そ
の
災
害
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
自
助
（
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
）、
共
助
（
地
域
で
助
け
合

う
）、
公
助
（
市
や
消
防
な
ど
の

公
的
支
援
）
に
よ
る
「
３
助
」
の

取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

　

今
回
は
、
市
内
で
行
わ
れ
て
い

る
「
３
つ
の
助
」
の
活
動
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

防災グッズチェックリスト

・食料など（３日分以上）
　□飲料水　□非常食　□携帯食　□缶詰　□離乳食
・衣類など
　□厚手と薄手の衣類　□下着　□タオル　□毛布
　□軍手　□寝袋　□雨具　□スリッパ
・救急、安全対策
    □常備薬　□包帯、ガーゼ、絆創膏　□消毒液　□ヘルメット
・貴重品
　□現金　□通帳、印鑑　□保険証　□身分証明書など
・日用品など
　□ビニール袋　□新聞紙　□はさみ　□ティッシュペーパー　
　□懐中電灯　□モバイルバッテリー　□携帯ラジオ　
　□筆記用具　□マスク　□手指消毒液　□体温計　□ライター
　□生理用品

地
域
を
守
る

�

消
防
士
と
消
防
団
員

桜
川
市
防
災
安
全
士
を

�

育
成

未
来
に
向
け
地
域
防
災
の

�

担
い
手
を
育
成

　

災
害
の
最
前
線
で
活
動
す
る
消

防
士
と
地
域
に
密
着
し
活
動
す
る

消
防
団
員
の
連
携
が
消
防
防
災
の

要
で
す
。

　

災
害
時
に
は
、
消
火
・
警
戒
な

ど
、
迅
速
か
つ
安
全
に
活
動
で
き

る
よ
う
定
期
的
な
訓
練
に
取
り
組

み
、
市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
消
防
団
は
「
自
分
の

地
域
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
精

神
に
基
づ
き
、
日
々
防
災
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
随
時
、
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
地

域
を
守
り
ま
せ
ん
か
。

　

防
災
ス
キ
ル
の
高
い
市
民
を
育

成
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
市
の
防
災
体
制

や
防
災
気
象
情
報
の
知
識
、
避
難

所
備
品
の
取
り
扱
い
、
応
急
手
当

や
救
急
処
置
の
技
能
な
ど
を
習
得

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
講
習
の
修
了
者
は
桜
川

市
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
桜
Ｂ
Ｂ
）

と
し
て
認
定
し
、
今
後
「
自
主
防

災
組
織
」「
地
区
防
災
組
織
」
の

活
動
を
支
援
い
た
だ
く
こ
と
で
、

更
な
る
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
の
小
・
中
・
義
務
教
育
学

校
を
対
象
に
、
防
災
出
前
授
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
授
業
は
、
自
ら
の
安
全
を

守
る
能
力
を
幼
い
頃
か
ら
継
続
的

に
育
成
し
、
防
災
情
報
に
関
心
を

持
ち
、
災
害
時
に
効
率
的
な
避
難

や
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
を
確
認
し
た
り
、

ど
ん
な
災
害
が
あ
る
の
か
、
日
常

と
被
災
生
活
の
違
い
な
ど
、
実
際

に
見
て
考
え
る
時
間
を
通
し
て
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
防
災
知

識
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

自
助
自
分
の
命
は

�

自
分
で
守
る

自
分
の
地
域
は

�

み
ん
な
で
守
る

共
助

公
的
機
関
が
守
る

公
助

ハザードマップ

桜川市防災アプリ

Yahoo! 防災速報

（IOS 版）

（android 版）

台
風
や
大
雨
が
く
る
前
に
備
え
る

●
避
難
場
所
、
避
難
ル
ー
ト
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

チ
ェ
ッ
ク
。

●�

防
災
グ
ッ
ズ
の
再
点
検

　
食
料
と
水
は
、
最
低
３
日
分
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
が
使
え
る
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

●
飛
ば
さ
れ
や
す
い
も
の
は
家
の
中
へ

　
強
風
で
飛
ば
さ
れ
る
と
人
や
家
屋
に
被
害
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
室
内
へ
入
れ
ま
し
ょ
う
。

●
連
絡
方
法
の
確
認

　
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
」「
災
害
用
伝
言
版
」
な
ど
の

活
用
方
法
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

台
風
や
大
雨
が
近
づ
い
て
き
た
ら

●
最
新
の
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
防
災
行
政
無
線
・
防
災
ア
プ
リ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
気
象
庁
や
市
が
発
表
す
る
最
新
の
情
報
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

危
険
が
迫
っ
た
ら

●
「
警
戒
レ
ベ
ル
４
」
で
必
ず
全
員
避
難

　
市
か
ら
「
避
難
指
示
」
が
出
た
ら
、
そ
の
時
が
避
難
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
す
。�

ま
だ
大
丈
夫
な
ど
と
思
わ
ず
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

●
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
は
「
警
戒
レ
ベ
ル
３
」
で
避
難

　
避
難
に
時
間
の
か
か
る
方
は
「
高
齢
者
等
避
難
」
の
情
報
の
時

点
で
行
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
近
所
に
助
け
の
必
要
な
人

が
い
な
い
か
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
ご
注
意

�

台
風
や
大
雨
に
備
え
ま
せ
ん
か

防
災
対
策

防
災
対
策
「
３
つ
の
助
」

「
３
つ
の
助
」
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市
村
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
４
月

に
日
立
第
二
高
等
学
校
に
教
諭
と

し
て
着
任
以
来
、
結
城
第
一
高
等

学
校
校
長
、
竹
園
高
等
学
校
校
長

を
歴
任
。
ま
た
、
茨
城
県
高
等
学

校
長
協
会
協
会
長
も
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
度
の
受
章
は
、

教
育
関
係
者
並
び
に
家
族
や
生

徒
・
保
護
者
を
含
め
た
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
支
援
の
賜

た
ま
も
のと

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と

受
章
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し

た
。

◆
瑞ず

い
ほ
う宝
双そ

う
こ
う
し
ょ
う

光
章

　
仁に

ほ保
　
弘ひ

ろ
し

さ
ん

　
　
茨
城
県
馬
術
連
盟
副
会
長

�

（
83
歳
・
真
壁
町
亀
熊
地
区
）

◆
旭き

ょ
く
じ
つ日

双そ
う
こ
う
し
ょ
う

光
章

　
増ま

す
だ田

　
豊ゆ

た
か

さ
ん

　
　
元�

桜
川
市
議
会
議
員

�

（
70
歳
・
真
壁
町
真
壁
地
区
）

◆
瑞ず

い
ほ
う宝

双そ
う
こ
う
し
ょ
う

光
章

　
稲い

な
だ田

　
均ひ
と
しさ
ん

　
　
元�

桜
川
市
立
真
壁
小
学
校
校
長

�

（
71
歳
・
真
壁
町
桜
井
地
区
）

◆
瑞ず

い
ほ
う宝

小し
ょ
う

綬じ
ゅ
し
ょ
う章

　
市い

ち
か
わ川

　
俊と

し
ゆ
き幸

さ
ん

　
　
元�

国
土
地
理
院
総
務
部
調
整
官

�

（
70
歳
・
東
飯
田
地
区
）

　

仁
保
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
４
月

か
ら
真
壁
高
校
馬
術
部
顧
問
と
し

て
12
年
間
に
わ
た
り
指
導
を
さ
れ

る
と
と
も
に
、
平
成
元
年
か
ら
茨

城
県
馬
術
連
盟
理
事
、
理
事
長
、

副
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
茨
城
県
の

馬
術
競
技
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
度
の
受
章
は
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
お
力

添
え
の
賜

た
ま
も
のと
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
」
と
受
章
の
喜
び
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

増
田
さ
ん
は
、
平
成
11
年
に
真

壁
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
市

議
会
議
員
を
経
て
、
５
期
19
年
に

わ
た
り
在
職
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
地
域
振
興
や
地
方
自
治
の
向

上
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
身
に
余
る
栄
誉
を
賜

た
ま
わ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご

協
力
が
あ
っ
て
の
受
章
で
す
。
こ

の
栄
誉
は
皆
様
と
共
に
頂
い
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
受
章
の
喜

び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
川
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
３
月

に
建
設
省
国
土
地
理
院
に
入
省
以

来
、
総
務
部
人
事
計
画
官
、
厚
生

課
長
、
調
査
官
、
調
整
官
な
ど
を

歴
任
し
、
36
年
間
に
わ
た
り
測
量

行
政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
度
の
受
章
は
、

国
土
地
理
院
関
係
者
並
び
に
家
族

を
は
じ
め
、
支
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と

ご
支
援
の
賜

た
ま
も
のと
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
」
と
受
章
の
喜
び
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

◆
瑞ず

い
ほ
う宝
小し

ょ
う

綬じ
ゅ
し
ょ
う章

　
市い

ち
む
ら村

　
博ひ

ろ
し

さ
ん

　
　
元�

茨
城
県
立
竹
園
高
等
学
校
校
長

�

（
70
歳
・
西
飯
岡
地
区
）

◆
旭き

ょ
く
じ
つ日
単た

ん
こ
う
し
ょ
う

光
章

　
横よ

こ
た田

　
衛ま

も
る

さ
ん

　
　
元�

桜
川
市
議
会
議
員

�

（
88
歳
・
岩
瀬
地
区
）

◆
旭き

ょ
く
じ
つ日

双そ
う

光こ
う
し
ょ
う章

　
飯い

い
じ
ま島

　
重し

げ
お男

さ
ん

　
　
元�

桜
川
市
議
会
議
員

�

（
76
歳
・
本
木
地
区
）

　

飯
島
さ
ん
は
、
平
成
11
年
に
大

和
村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
市

議
会
議
員
を
経
て
、
４
期
15
年
９

か
月
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
市
議
会
副
議
長
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
、
地
方
自
治
の
向

上
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
よ
う
な
栄
誉
を

受
け
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま

の
ご
支
援
の
賜

た
ま
も
のだ
と
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
」
と
受
章
の
喜
び
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

稲
田
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
４
月

に
旧
河
内
村
立
金
江
津
小
学
校
に

講
師
と
し
て
着
任
以
来
、
県
西
教

育
事
務
所
学
校
教
育
課
長
、
下
館

小
学
校
校
長
、
真
壁
小
学
校
校
長

を
歴
任
。
ま
た
、
県
西
地
区
校
長

会
連
絡
協
議
会
会
長
も
務
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
度
の
受
章
は
、

教
育
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
心
温
か

な
ご
指
導
と
ご
支
援
、
家
族
の
支

え
の
賜

た
ま
も
のだ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
」
と
受
章
の
喜
び
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

寄　付寄　付

寄
　
贈

寄
　
贈

寄　贈寄　贈

寄
　
付

寄
　
付 市役所 大和庁舎へサルビアとマリーゴー

ルドを届けた真壁高校の皆さん
稲川教育長に寄付金を手渡す岩瀬ライオ
ンズクラブの皆さん

真
壁
高
校
か
ら
、
農
業
科
草
花

コ
ー
ス
の
３
年
生
が
育
て
た
サ

ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の

花
が
寄
贈
さ
れ
、
市
役
所
各
庁

舎
の
玄
関
な
ど
に
飾
ら
れ
ま
し

た
。

岩
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
稲い

な
が
わ川
重し

げ
あ
き昭
会
長
）
か
ら
、
青

少
年
育
成
の
た
め
に
役
立
て
て

欲
し
い
と
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル

フ
の
収
益
金
１
１
１，
５
０
０

円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

寄　付寄　付

寄
　
贈

寄
　
贈

寄　贈寄　贈

寄
　
付

寄
　
付 稲川教育長に絵本を手渡す成田さん

（右）
稲川教育長にマスクを手渡す岩瀬ロータ
リークラブの皆さん

成な
り
た田

隆た
か
ゆ
き之

さ
ん
か
ら
、
子
ど
も

の
水
辺
で
の
事
故
防
止
の
啓
発

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
小
学

校
な
ど
へ
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
普
及
や
水
辺
で
の
安
全
を
学

ぶ
絵
本
30
冊
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。

岩
瀬
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
金か

ね
こ子
德の

り
よ
し善
会
長
）
か
ら
、
岩

瀬
地
区
の
小
学
生
の
感
染
症
対

策
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
布
マ
ス
ク
５，
０
０
０
枚

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

横
田
さ
ん
は
、
平
成
８
年
に
岩

瀬
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
市

議
会
議
員
を
経
て
、
４
期
14
年
７

か
月
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
広
く
住
民
の
声
を

反
映
さ
せ
地
方
自
治
の
向
上
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
よ
う
な
栄
誉
を

受
け
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指

導
の
お
か
げ
で
す
。
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
」
と
受
章
の
喜
び
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
春
の
叙
勲
・
高
齢
者
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表

　
春
の
叙
勲
・
高
齢
者
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

叙
勲
の
受
章

叙
勲
の
受
章

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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・公立で授業料が安い！
　（金属加工科は無料）

・充実の就職指導！
・少数精鋭の授業！

2023入学生募集

茨城県立筑西産業技術専門学院
〒308-0847 筑西市玉戸1336-54
TEL：0296-24-1714

入試の日程など
詳しいことは
学院ＨＰへ

機械システム科 電気工事科 金属加工科

オープンキャンパス開催【体験型：8/23(火)　見学型：8/28(日)】

桜川市表彰式桜川市表彰式
～22名の方が表彰されました～

氏名 表彰の種類 住所 事績の概要

斉
さいとう

藤　久
ひ さ お

男 特別功労者 富士見台 瑞
ずいほうしょうじゅしょう

宝 小 綬 章
（秋の叙勲）

川
か わ な ご

那子　明
あきぞう

三 特別功労者 岩瀬 旭
きょくじつそうこうしょう

日 双 光 章
（秋の叙勲）

島
し ま だ

田　俊
としひこ

彦 特別功労者 友部 瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章
（高齢者叙勲）

光
みつはな

榮　弘
ひろむ

特別功労者 友部 瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双 光章
（高齢者叙勲）

佐
さ の

野　英
ひ で き

樹 特別功労者 岩瀬 瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章
（高齢者叙勲）

小
こばやし

林　吉
よしのぶ

伸 特別功労者 真壁町
白井

瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章
（危険業務従事者叙勲）

伊
い と う

藤　好
このむ

特別功労者 友部 瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章
（危険業務従事者叙勲）

柴
しば

　照
てるあき

明 特別功労者 真壁町
源法寺

黄
おうじゅほうしょう

綬 褒章
（春の褒章）

又
またむら

村　和
か ず こ

子 特別功労者 西飯岡 藍
らんじゅほうしょう

綬 褒 章
（春の褒章）

故 高
た か だ

田　重
し げ お

雄 特別功労者 岩瀬 旭
きょくじつそうこうしょう

日 双 光 章
（死亡叙勲）

故 櫻
さくらい

井　輝
て る お

夫 特別功労者 真壁町
田

瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章
（死亡叙勲）

　7 月 7 日に市役所 大和庁舎で、桜
川市表彰式が開催され、桜川市表彰条
例に基づき、市の政治・文化・社会・
経済・そのほか地方自治の各般にわ
たってその発展に貢献し、他の模範と
認められた方が表彰されました。
　表彰された方々は次のとおりです。

（順不同・敬称略、事績の概要は 4 月
1 日現在）

市役所 大和庁舎で開催された桜川市表彰式に出席された皆さん

氏名 表彰の種類 住所 事績の概要

故 岩
いわぶち

渕　進
すすむ

特別功労者 羽田 旭
きょくじつたんこうしょう

日 単 光 章
（死亡叙勲）

故 臼
う す い

井　正
しょう

特別功労者 真壁町
亀熊

旭
きょくじつたんこうしょう

日 単 光 章
（死亡叙勲）

稲
い な ば

葉　則
の り お

夫 特別功労者 真壁町
山尾

農業委員として
18 年８か月在職

田
た ぐ ち

口　毅
き い ち

一 特別功労者 真壁町
上小幡

農業委員として
18 年８か月在職

鈴
す ず き

木　孝
たかゆき

行 自治功労者 東京都 さくらがわ応援大使

奥
おくむら

村　茂
しげる

自治功労者 富士見台 保護司として
14 年在職

杉
すぎやま

山　忠
ただみつ

光 自治功労者 加茂部 保護司として
12 年在職

宮
みやもと

本　昭
あきひこ

彦 自治功労者 真壁町
古城

学校医として
21 年間在職

小
こ ま つ ざ き

松嵜　薫
かおる

自治功労者 筑西市 学校医として
15 年間在職

羽
は の し ま

野島　幸
ゆ き お

雄 自治功労者 真壁町
東矢貝

消防団本部役員として
29 年間在職

高
たかはし

橋　一
か ず お

雄 自治功労者 真壁町
真壁

選挙管理委員会委員
として 14 年在職
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ままちちのの話話題題

さくらがわ　2022.8.17

6月3日

　

市
役
所
大
和
庁
舎
で
感
謝
状
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
下
館
税
務
署
（
三み

つ
い井

浩ひ
ろ
し

署
長
）
か
ら
大
塚
市
長
に
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
従
来
多
く
の
紙
を
使
用

し
て
行
わ
れ
て
い
た
税
務
署
へ
の
確

定
申
告
書
デ
ー
タ
の
引
継
ぎ
を
ｅ
‐

ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）に
よ
る
電
子
送
信
で
実
施
。

事
務
の
効
率
化
を
行
い
、
納
税
者
へ

還
付
金
の
早
期
還
付
な
ど
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
積
極
的
に
努
め
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た

め「
桜
川
市
人
口
減
少
対
策
本
部
」

（
小こ

ば
や
し林
達た

つ
の
り徳
対
策
本
部
長
）
が
発

足
し
、
第
１
回
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
対
策
本
部
は
、
移
住
定
住
の

促
進
や
空
き
家
対
策
、
子
育
て
支

援
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
対
策
の
取
り
組
み

状
況
や
今
後
の
施
策
の
拡
充
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
立
に
つ

い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
健
康
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進
」

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
が
真
壁
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
が
爽
や

か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
簡
易
保
険

加
入
者
協
会
の
支
援
を
受
け
、
ラ

ジ
オ
体
操
の
普
及
を
通
し
、
健
康

な
身
体
づ
く
り
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
実
現
を
図
る
目
的
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
多
く
の
市
民
が
参
加

し
体
操
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
な

が
ら
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
51
回
戴
帽
式
が
、
岩
瀬
高
校

で
開
催
さ
れ
、
衛
生
看
護
科
の
３

年
生
40
名
が
看
護
へ
の
誓
い
を
心

に
刻
み
ま
し
た
。

　

こ
の
式
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的

な
看
護
実
習
に
臨
む
同
校
３
年
生

が
看
護
師
と
し
て
の
品
性
を
心
に

刻
む
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戴
帽
式
を
終
え
た
生
徒
は
「
患

者
さ
ま
の
心
の
支
え
と
な
れ
る
よ

う
、
日
々
勉
強
を
し
て
笑
顔
を
絶

や
さ
な
い
看
護
師
に
な
り
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

6月24日

6月13日

7月8日

看
護
の
道
へ
決
意
新
た
に�

�

岩
瀬
高
校
で
戴
帽
式

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る�

�
「
桜
川
市
人
口
減
少
対
策
本
部
」
が
発
足

確
定
申
告
を
効
率
化�

�

市
に
感
謝
状
が
贈
呈

「
健
康
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進
」�

�

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
を
実
施

ラジオ体操で健康な身体をつくる

看護師の象徴であるナースキャップを戴く

人口減少に歯止めをかけるべく対策を検討

三井下館税署長（右）から
感謝状を受けとった大塚市長（左）



　

６
月
20
日
、
大
和
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
で
、
市
政

モ
ニ
タ
ー
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
行
政
へ
の

既
成
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

自
由
で
清
新
な
意
見
を
聴
く
た
め

に
毎
年
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
モ

ニ
タ
ー
は
、
公
募
の
ほ
か
地
区
の

推
薦
を
受
け
た
方
か
ら
市
内
在
住

な
ど
の
要
件
に
合
う
方
を
選
定

し
、
市
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
30
代
か
ら
70
代
の
男

女
計
25
名
の
方
が
市
政
モ
ニ
タ
ー

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）上
曽
ト
ン
ネ
ル
の
本
体

工
事
進
捗
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
型
枠
を
使
っ
た
仕
上
げ
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
壁
の
作
業
状
況
（
桜
川

工
区
）

（
仮
称
）
上
曽
ト
ン
ネ
ル

�

本
体
工
事
進
捗
状
況
vol.6

■
問
合
先
／
建
設
課
（
☎
58-

５

１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
） 871m（進捗率45.0%)

石岡市側（起点） 桜川市側（終点）
工区境（市境）

L=1,939m

総延長　L=3,538m

L=1,599m

1,287m（進捗率80.5%)

上曽トンネル掘削進捗状況（7月10日現在）

　

委
嘱
後
に
対
話
形
式
で
行
わ
れ

た
会
議
で
は
、
大
塚
市
長
を
は
じ

め
、
小
林
副
市
長
、
稲
川
教
育
長

ほ
か
各
部
局
長
と
モ
ニ
タ
ー
が
直

接
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
、
学
校
統
合

な
ど
の
教
育
分
野
、
道
路
を
は
じ

め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
子
育

て
支
援
や
人
口
減
少
対
策
に
関
す

る
話
題
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
出
さ
れ
た
意
見
を
受
け

と
め
、市
政
へ
の
反
映
を
検
討
し
、

今
後
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
意
見
を
市
政
に
届
け
る

�
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
開
催

8さくらがわ　2022.8.1



糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します

vol.28

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
は
ち
み
つ
が
完
成

文
化
財
で
お
買
い
物

高
久
家
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
〈
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
〉

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１　

内
線
１
３
２
１
・１
３
２
２
）

　

市
で
は
、
第
２
次
総
合
計
画
の

な
か
で
、
ま
ち
の
将
来
像
と
し
て

掲
げ
る
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
市
民
の

幸
せ
が
咲
く
ま
ち 

桜
川
」
の
実

現
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
高
峯
の
山
々
に
自
生

す
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
か
ら
、
は
ち
み

つ
を
採
取
す
る
取
り
組
み
を
試
験

的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

周
辺
地
域
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
以
外

に
蜜
源
と
な
る
菜
の
花
な
ど
の
花

が
少
な
い
た
め
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

花
か
ら
純
度
の
高
い
は
ち
み
つ
を

採
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

６
月
19
日
、旧
高
久
家
住
宅（
真

壁
町
真
壁
地
区
）
で
「
高
久
家
マ

ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

市
内
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
や
パ
ン

の
販
売
、
市
民
の
憩
い
の
場
の
提

供
、
観
光
案
内
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
地
域
活
性
化
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
、
買
い
物
や
地
域

の
方
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
旧
高
久
家
住
宅
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

ヤマザクラのはちみつ

地域の新鮮な野菜などが並ぶ

試食会で巣箱から
はちみつをお披露目

　

５
月
15
日
に
は
、
は
ち
み
つ
の

試
食
会
を
高
峯
見
晴
デ
ッ
キ
（
平

沢
地
区
）
で
開
催
し
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
香
り
を
感
じ
ら
れ
る
は
ち
み

つ
と
し
て
大
変
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
24
日
か
ら
市
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
の
提

供
や
加
波
山
市
場
で
の
販
売
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

は
ち
み
つ
を
新
た
な
地
域
資
源
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
桜
川
市
を
広
く

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　

６
月
20
日
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
、
埼
玉
県
三
郷
市
出
身
の

倉く
ら
と
め留
亜あ

き季
で
す
。　

　

私
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
加
波
山
市

場
と
併
設
さ
れ
た
カ
フ
ェ
の
運

営
、
販
売
物
の
企
画
、
地
域
産
物

な
ど
を
い
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開

発
や
企
画
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
愛
さ

れ
る
場
所
に
な
る
よ
う
日
々
売
り

場
や
商
品
の
改
善
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

倉留 亜季 隊員（埼玉県出身）

桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力

桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊隊

　
桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力

桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊隊

�

Ｎ
ｅ
ｗ�

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
を
ご
紹
介
！
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月分

《問合先》健康推進課
 ☎ ０２９６－７５－３１５９（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

詳細は、「桜川市健康カレンダー」をご覧ください。

桜川市御領 1-39
こどもサークル桜川
桜川市御領 1-39
こどもサークル桜川

-☎☎02960296--7373--63646364

動きがぎこちない
発音が不明瞭

例えばこんなことが気になったら…例えばこんなことが気になったら…

細かい作業・全身を動かすことが苦手
名前を呼んでも振り向かない
落ち着きがなく、集中して遊べない

見学・体験受付中！ お気軽にお問い合わせください♪

【営業時間】9:00～18:00【営業時間】9:00～18:00
【営業日】月～土曜、祝日【営業日】月～土曜、祝日

対象児童
小学1年～高校3年生

保護者も参加できるイベントを開催しています♪保護者も参加できるイベントを開催しています♪

ペアレント
カフェ

with 慶応義塾大学
移動

動物園

with ANIMA

子育て
相談会

with 筑波大学

親子体操
教室

with 日本体育大学

サッカー
教室

with 

成長
お子様お子様のの
成長について、について、

誰にも相談で
きず

誰にも相談で
きず

鹿島アントラーズ

悩まれて悩まれて
いませんか？いませんか？

あなたの力を介護施設で発揮してみませんか？
とてもやりがいのある仕事です！

未経験者も丁寧に教えます。お気軽にお電話ください。

桜川市富岡 203-1
☎0296-75-3221

特別養護老人ホーム　　　さつき荘
◆管理栄養士 ( 正職員 )
◆看護職員 ( 正職員・パート )
◆介護職員 ( 正職員・パート )
◆厨房職員 ( 正職員 ) 

介護老人保健施設　 　 　 さざんか荘
◆介護職員 ( 正職員・パート )
◆厨房職員 ( 正職員・パート ) 桜川市亀岡 992

☎0296-76-2021

◆生活相談員
　（正職員） 

さくらがわ　2022.8.1 さくらがわ　2022.8.1 1011

９

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

保
健
師
や
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
が
、
個
別
で
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。

※�

１
人
30
分
程
度

・ 

日
時
①
／
９
月
２
日
（
金
）、

10
時
～
11
時
30
分

・ 

日
時
②
／
９
月
21
日
（
水
）、

10
時
～
11
時
30
分

・ 

会
場

▽�

乳
幼
児
相
談
の
方
／
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
く

ら
っ
こ
」（
岩
瀬
庁
舎
内
）

▽�

乳
幼
児
相
談
以
外
の
方
／
健
康

推
進
課

■
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
電
話
で
相
談

　

毎
年
９
月
10
日
～
16
日
は
、
自

殺
予
防
週
間
で
す
。
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
家
族
や
知
人
な
ど
、
周
り
の

方
の
違
和
感
に
気
づ
い
た
際
は
声

を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
相
談

窓
口
を
紹
介
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

・ 

茨
城
い
の
ち
の
電
話

☎
０
２
９‐８
５
５‐１
０
０
０

�

（
毎
日
24
時
間
受
付
）

※�

毎
月
29
日
～
月
末
及
び
不
定
期

で
22
時
～
翌
８
時
ま
で
休
止
の

場
合
あ
り

親
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
子
育
て
相
談
（
要
予
約
）

　

市
で
は
、
子
育
て
へ
の
不
安
や

悩
み
、
困
り
ご
と
が
あ
る
方
に
、

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
個
別
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
一
人
で
悩
ま

ず
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・ 

日
時
／
９
月
８
日
（
木
）
①
10

時
～
11
時
、
②
11
時
～
12
時

・ 

会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

生
活
リ
ズ
ム
の
重
要
性

　

人
の
体
は
、
１
日
の
中
で
リ
ズ

ム
を
も
っ
て
生
活
を
成
り
立
た
せ

て
い
ま
す
。
脳
の
中
に
リ
ズ
ム
を

司
る
中
枢
が
あ
り
、
体
温
や
血
圧

の
日
内
変
動
、
ホ
ル
モ
ン
分
泌
な

ど
様
々
な
生
体
反
応
の
リ
ズ
ム
を

調
整
し
て
い
ま
す
。
こ
の
部
位
が

発
達
す
る
こ
と
で
体
内
リ
ズ
ム
が

で
き
あ
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

体
内
リ
ズ
ム
は
、
生
ま
れ
た
直

後
か
ら
動
き
始
め
ま
す
。
そ
の
た

め
、
母
親
な
ど
の
養
育
者
の
生
活

習
慣
が
子
ど
も
に
影
響
を
与
え
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
体
内
時
計
の
基
盤
が
完

成
す
る
の
は
２
歳
く
ら
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
乳
幼
児
期
か

ら
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
朝
が
弱
い
子
、
夜
に

強
い
子
な
ど
体
内
時
計
に
は
遺
伝

的
要
因
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
発
達
に
お
い
て
は
周
囲
の

環
境
要
因
が
最
も
強
く
影
響
し
ま

す
。

生
活
リ
ズ
ム
の
３
本
柱

●❶
睡
眠

　

生
活
リ
ズ
ム
が
最
も
乱
れ
や
す

い
の
が
睡
眠
で
す
。
育
児
ス
ト
レ

ス
の
中
で
「
子
ど
も
の
寝
つ
き
が

悪
い
」と
訴
え
る
方
も
い
ま
す
が
、

体
内
時
計
は
朝
起
き
て
光
を
浴
び

る
こ
と
で
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
睡
眠
リ
ズ
ム
を
整
え
る

た
め
に
も
、
朝
決
ま
っ
た
時
間
に

起
こ
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
夜

更
か
し
し
た
場
合
も
、
翌
朝
は
予

定
通
り
に
起
こ
し
、
そ
の
日
は
早

め
に
寝
か
し
つ
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

年
齢
で
推
奨
さ
れ
る
睡
眠
時
刻

は
異
な
り
ま
す
が
、
21
時
く
ら
い

ま
で
に
寝
る
こ
と
が
理
想
的
で

す
。
ま
た
、
乳
幼
児
期
に
推
奨
さ

れ
る
睡
眠
時
間
（
昼
夜
合
計
）
は
、

次
の
通
り
で
す
。

　

さ
ら
に
、近
年
で
は
光
刺
激（
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
）
の
影
響
が
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

画
面
か
ら
の
光
刺
激
は
睡
眠
に
影

響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
寝
る
直
前
ま
で
光
刺
激
を
受

け
る
と
寝
つ
き
が
悪
く
な
り
、
体

内
リ
ズ
ム
が
乱
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
視
聴
時
間
や
時
間
帯
な
ど
家

庭
に
合
わ
せ
た
ル
ー
ル
作
り
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●❷
食
事

　

食
事
の
中
で
は
、
特
に
朝
食
を

摂
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

朝
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
摂
る
こ
と
で

体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
し
っ
か
り
朝
食
を
摂
っ
て
お

か
な
い
と
日
中
体
を
使
っ
て
遊
ん

だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
朝
食
を
摂
る
習
慣
が

な
い
家
庭
で
は
、
パ
ン
や
お
に
ぎ

り
な
ど
食
べ
や
す
い
物
を
用
意
し

て
朝
食
を
摂
る
習
慣
を
つ
け
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●❸
運
動
（
遊
び
）

　

体
を
動
か
す
こ
と
で
疲
れ
て
夜

ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
朝
食
を
き

ち
ん
と
摂
り
、
日
中
体
を
動
か
す

こ
と
が
重
要
で
す
。

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
察
日

医
療
機
関
名

住
所
・
連
絡
先

9
月
4
日
（
日
）
田
崎
内
科
医
院

真
壁
町
田
２
６
８‐６

☎
０
２
９
６‐55‐２
５
１
１

9
月
11
日
（
日
）
阿
部
田
医
院

真
壁
町
亀
熊
１
２
３‐１

☎
０
２
９
６‐55‐０
３
０
５

9
月
18
日
（
日
）
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

加
茂
部
４‐１

☎
０
２
９
６‐76‐３
１
３
１

9
月
19
日
（
月
）
根
本
医
院

真
壁
町
真
壁
２
０
２

☎
０
２
９
６‐55‐０
０
２
７

9
月
23
日
（
金
）
つ
く
し
野
ク
リ
ニ
ッ
ク

真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

☎
０
２
９
６‐20‐７
７
５
５

9
月
25
日
（
日
）
吉
原
医
院

明
日
香
２‐３
１

☎
０
２
９
６‐75‐１
１
７
７

健
診
の
種
類

日　
　
程

対　
　
象

会　
　
場

３
歳
児
健
診

9
月
1
日
（
木
）
令
和
1
年
6
月
19
日
～
7
月
16
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
歳
児
健
康
相
談

9
月
6
日
（
火
）
平
成
29
年
8
月
1
日
～
9
月
12
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
～
６
か
月
児
育
児
相
談

9
月
7
日
（
水
）
令
和
4
年
4
月
～
5
月
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
歳
児
健
康
相
談

9
月
8
日
（
木
）
令
和
2
年
7
月
8
日
～
8
月
23
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
歳
６
か
月
児
健
診

9
月
14
日
（
水
）
令
和
3
年
1
月
10
日
～
3
月
5
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
歳
児
健
診

9
月
15
日
（
木
）
令
和
3
年
9
月
11
日
～
10
月
26
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

乳幼児の生活リズム　�
� 見直しませんか？

　　乳幼児期の生活習慣は、子どもの一生に影響を与えると言われています。
　しかし、夜更かしをする子や睡眠時間が少ない子が増えている現状があります。
　夏休みの今だからこそ、家族で生活習慣の見直しが必要です。

※�

密
集
を
避
け
る
た
め
、
受
付
時
間
を
指
定
し
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
延
期
や
中

止
と
な
る
場
合
は
、
対
象
者
の
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

月年齢 推奨睡眠時間 
（時間）

0～3か月 14～17

4～11か月 12～15

1～2歳 11～14

3～5歳 10～13

乳幼児期の推奨睡眠時間（昼夜合計）

乳幼児の生活リズム　�
� 見直しませんか？
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市
職
員
募
集

農
林
課 
会
計
年
度
任
用
職
員

■
募
集
人
員
／
１
名

■
任
用
期
間
／
９
月
1
日
～
令
和

５
年
３
月
31
日

■
募
集
要
件
／
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
方

■
勤
務
内
容
／
農
林
事
業
に
関
す

る
書
類
作
成
な
ど
の
事
務
補
助
、

確
認
検
査
補
助

■
勤
務
条
件
／
９
時
～
17
時
（
週

５
日
勤
務
）

■
勤
務
場
所
／
農
林
課
（
真
壁
庁

舎
）

■
報
酬
／
時
給
８
９
７
円

■
通
勤
手
当
／
通
勤
距
離
に
応
じ

て
支
給

■
各
種
手
当
／
勤
務
内
容
や
時
間

に
応
じ
て
支
給

■
そ
の
他
／
社
会
保
険
・
厚
生
年

金
・
雇
用
保
険
な
ど
加
入

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
、
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
８
月
19
日
（
金
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
農
林
課
（

〒
３
０
０‐４
４
９
５ 

桜
川
市

真
壁
町
飯
塚
９
１
１ 

☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

育
修
了
前
の
交
通
遺
児
を
養
育
し

て
い
る
方
に
、
申
請
に
よ
り
交
通

遺
児
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
手
当
額
／
月
額
２
千
円
（
遺
児

１
人
あ
た
り
）

■
支
給
月
／
９
月
、
３
月

■
必
要
書
類
／
交
通
遺
児
手
当
金

支
給
申
請
書
、被
災
状
況
申
立
書
、

印
鑑
、
通
帳
の
写
し

■
更
新
手
続
き
／
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
８
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
受
給
資
格
確
認
状
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。
対
象
の
方
に

は
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
／
児
童
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
５
６
直
通
）

●

●

●

●

●

認
知
症
市
民
講
演
会

若
年
性
認
知
症
の
夫
と
歩
ん
で

き
た
道
～
家
族
の
選
択
～
あ
な

た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

■
日
時
／
９
月
１
日
（
木
）
13
時

30
分
～
15
時
（
13
時
受
付
開
始
）

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館

■
講
師
／
寺て

ら
か
ど門 

律り
つ
こ子
氏
（
と
も

に
歩
む
認
知
症
の
会 

茨
城 

理
事
）

■
対
象
／
市
民
の
方

■
参
加
費
／
無
料

～
12
時
30
分

■
会
場
／
つ
く
ば
香
風
寮
（
つ
く

ば
市
高
崎
８
０
２‐１
）

■
内
容
／
里
親
制
度
の
説
明
、
里

親
さ
ん
の
体
験
談

■
参
加
方
法
／
①
会
場
参
加
②
当

日
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
③
後
日

動
画
視
聴
で
の
参
加

■
申
込
方
法
／
電
話
、
メ
ー
ル

■
申
込
期
限
／
８
月
20
日
（
土
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
つ
く
ば
香

風
寮
（
☎
０
８
０‐８
４
３
４‐

３
３
２
９
、
メ
ー
ルfostercare.

kidskohoo@
doujinkai.or.jp

）

募

集

読
み
聴
か
せ
講
座

あ
な
た
の
声
で
読
み
聴
か
せ

絵
本
の
魅
力
を
引
き
出
す
コ
ツ

　

初
心
者
、
経
験
者
も
一
緒
に
楽

し
く
学
べ
る
講
座
で
す
。

■
日
時
／
９
月
～
令
和
５
年
３
月

の
各
月
第
３
金
曜
日
10
時
～
12
時

※ 

12
月
の
み
第
２
金
曜
日

■
会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

■
講
師
／
見み

さ
わ澤
淑よ

し
え恵
氏
（
朗
読

家
・
読
み
聴
か
せ
講
師
）

■
対
象
／
市
内
に
在
住
、
在
勤
の

方
で
７
回
の
講
座
に
参
加
で
き
る

方
。
ま
た
、
本
講
座
で
学
ん
だ
こ

健
康
福
祉

児
童
扶
養
手
当
・
桜
川
市
交

通
遺
児
手
当
の
更
新
手
続
き

児
童
扶
養
手
当

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
「
児
童
扶
養

手
当
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。
こ
の
届
は
、
８
月
１
日
現
在

の
状
況
を
記
載
し
、
引
き
続
き
支

給
要
件
に
該
当
す
る
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

対
象
の
方
に
は
現
況
届
と
通
知

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
31
日

（
水
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
現
況
届
の
提
出
が
な

い
と
11
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※ 

令
和
４
年
度
（
令
和
３
年
分
）

所
得
が
未
申
告
の
方
は
、
事
前

に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

「
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停

止
適
用
除
外
事
由
届
出
」
に
該

当
す
る
方
は
、
現
況
届
と
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出

の
提
出
が
な
い
と
、
手
当
の
２

分
の
１
が
支
給
停
止
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

桜
川
市
交
通
遺
児
手
当

　

市
内
在
住
で
、
配
偶
者
の
な
い

方
（
ま
た
は
養
育
者
）
で
義
務
教

■
定
員
／
60
名
程
度
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
／
８
月
26
日
（
金
）

■
そ
の
他
／
当
日
、
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
申
込
時
に
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
高
齢
福
祉

課
（
☎
０
２
９
６‐
73‐

４
５
１
１
直
通
）

●

●

●

●

●

第
３
回
家
族
介
護
支
援
事
業

膝
や
腰
の
痛
み
を
知
っ
て
運
動

し
よ
う

　

膝
や
腰
ま
わ
り
の
筋
肉
を
つ
け

る
こ
と
で
痛
み
を
軽
減
で
き
る
方

法
や
、
椅
子
に
座
っ
て
で
き
る
簡

単
な
体
操
を
学
べ
ま
す
。
ま
た
、

理
学
療
法
士
に
直
接
相
談
が
で
き

る
時
間
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時
／
９
月
10
日
（
土
）
10
時

～
12
時

■
会
場
／
大
和
中
央
公
民
館

■
対
象
／
市
内
在
住
で
、
在
宅
介

護
を
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
介
護

分
野
に
興
味
が
あ
る
方

■
参
加
費
／
無
料

■
定
員
／
20
名
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
／
８
月
31
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
南

部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介

護
老
人
保
健
施
設
マ
カ
ベ
シ
ル

バ
ー
ト
ピ
ア
内 

☎
０
２
９
６‐

54‐２
８
０
２
）

と
を
地
域
や
社
会
に
還
元
し
て
い

た
だ
け
る
方
。

■
定
員
／
20
名
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費
／
無
料

※ 

た
だ
し
、
材
料
、
教
材
費
な
ど

は
自
己
負
担

■
申
込
期
限
／
８
月
19
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
生
涯
学
習

課（
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
シ

ト
ラ
ス
」
内 

☎
０
２
９
６‐20

‐６
３
０
０
）

●

●

●

●

●

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
一
般
事
務
職
員
採
用
試
験

■
職
種
・
採
用
予
定
人
員
／
一
般

事
務
・
若
干
名

■
受
験
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す

る
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
令
和
５
年

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
方

■
試
験
日
・
会
場

【
第
一
次
試
験
】

・ 

試
験
日
／
９
月
25
日
（
日
）

・ 

会
場
／
筑
西
広
域
消
防
本
部（
筑

西
市
直
井
１
０
７
６
）

■
試
験
内
容

【
一
次
試
験
】
／
教
養
試
験
、
小

論
文

【
二
次
試
験
】
／
面
接
試
験

■
受
験
願
書
受
付
期
間
・
方
法

お
知
ら
せ

都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定

及
び
用
途
地
域
の
変
更

　

７
月
１
日
に
都
市
計
画
法
に
基

づ
き
、
下
館
・
結
城
都
市
計
画
地

区
計
画
の
決
定
及
び
用
途
地
域
の

変
更
を
し
ま
し
た
。

　

当
該
区
域
や
制
度
内

容
な
ど
、
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
都
市
整
備
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

●

●

●

●

●

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を 

 

捧
げ
ま
し
ょ
う

　

８
月
６
日
（
土
）
と
９
日
（
火
）

は
、
広
島
市
と
長
崎
市
の
原
爆
被

災
の
日
で
す
。
原
爆
死
没
者
の
慰

霊
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を

祈
念
す
る
た
め
、
広
島
市
と
長
崎

市
の
原
爆
投
下
時
刻
に
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
ょ
う
。

■
原
爆
投
下
時
刻
／

【
広
島
市
】
８
月
６
日
８
時
15
分

【
長
崎
市
】
８
月
９
日
11
時
２
分

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　

下
館
税
務
署
で
は
、
令
和
５
年

10
月
か
ら
開
始
す
る
消
費
税
の
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
や
、
消
費
税
の
基

本
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
会
場
／
下
館
税
務
署
（
筑
西
市

丙
１
１
６‐16
）

■
参
加
費
／
無
料（
要
事
前
登
録
）

■
そ
の
他
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
開
催
を

延
期
又
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
問
合
先
／
下
館
税
務
署
（
☎

０
２
９
６‐24‐２
１
２
１
）

●

●

●

●

●

き
ぬ
聖
苑 

休
苑
日

■
休
苑
日
／
８
月
16
日
（
火
）、

17
日
（
水
）

※ 

15
日
（
月
）
は
、
告
別
式
、
火

葬
業
務
の
み
の
受
け
付
け
と
な

り
ま
す
。

■
問
合
先
／
き
ぬ
聖
苑
（
☎

０
２
９
６‐33‐６
６
３
５
）

●

●

●

●

●

第
１
回
里
親
制
度
説
明
会

■
日
時
／
８
月
27
日
（
土
）
10
時
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未来に、社会に、
必要とされる印刷を
未来に、社会に、
必要とされる印刷を

市
長
と
語
ろ
う
！�

�

「
市
民
の
日
」

さくらがわ　2022.8.1 14

●

●

●

●

●

納
期
限
／
８
月
31
日（
水
）

市
県
民
税�

２
期

国
民
健
康
保
険
税�

２
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

２
期

介
護
保
険
料�

３
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

８
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料

・�

期
間
／
８
月
22
日
（
月
）
～
９

月
５
日
（
月
）

・�
方
法
／
受
験
者
本
人
が
直
接
受

験
願
書
を
持
参

※�

土
・
日
、
祝
日
の
受
付
は
不
可

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西
広
域

事
務
組
合
事
務
局�
総
務
課
（
筑

西
市
直
井
１
０
７
６�

☎

０
２
９
６‐22‐７
９
７
９
）

無
料
相
談

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
臨
時
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
児
童
扶
養
手

当
の
現
況
届
を
提
出
の
際
に
、
お

仕
事
の
悩
み
が
相
談
で
き
ま
す
。

　

普
段
は
忙
し
く
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
仕
事
の

悩
み
な
ど
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
８
月
19
日
（
金
）
13
時

～
15
時

■
会
場
／
市
役
所�

岩
瀬
庁
舎

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
５
６
直

通
）

●

●

●

●

●

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

県
西
地
区
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仕
事

を
お
探
し
の
方
の
た
め
に
、
就
職

相
談
・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
か
ら
職
業
紹
介
ま
で
一
貫
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
求
人
情
報
を

随
時
セ
ン
タ
ー
利
用
者

に
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
広

く
公
開
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
設
時
間
／
祝
日
、
年
末
年
始

除
く
平
日
、
９
時
～
16
時

■
問
合
先
／
い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
県
西
地
区
セ
ン
タ
ー

（
茨
城
県
筑
西
合
同
庁
舎
内�

☎

０
２
９
６‐23‐３
８
１
１
）

●

●

●

●

●

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

行
政
書
士
に
よ
る
第
３
回
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
８
日
（
月
）
13
時

30
分
～
15
時

※
13
時
受
付
開
始

■
会
場
／
市
役
所�

岩
瀬
庁
舎

■
相
談
内
容
／
建
設
業
や
飲
食
店

な
ど
の
営
業
許
可
、
農
地
転
用
や

開
発
行
為
な
ど
の
許
可
申
請
に
関

す
る
相
談
、
遺
産
分
割
協
議
書
作

成
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談

■
問
合
先
／
桜
川
市
行
政
書
士
連

絡
会
事
務
局
（
☎
０
２
９
６‐76

‐５
１
６
２
）

イ
ベ
ン
ト

夏
休
み
子
ど
も
映
画
ま
つ
り

　

星
空
の
下
、
子
供
た
ち
が
集
い

楽
し
む
昔
な
が
ら
の
野
外
映
画
会

を
開
催
し
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に

は
、
花
火
の
打
ち
上
げ
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
状
況
や
、
天
候
に

よ
っ
て
花
火
の
打
ち
上
げ
が
困
難

な
場
合
な
ど
、
開
催
内
容
を
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

最
新
情
報
は
、
こ
ち

ら
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
日
時
／
８
月
14
日
（
日
）
17
時

開
場�

19
時
開
演

■
会
場
／
総
合
運
動
公
園�

野
外

ス
テ
ー
ジ
（
雨
天
の
場
合
は
岩
瀬

体
育
館
「
ラ
ス
カ
」）

■
上
映
作
品
／
ス
ポ
ン
ジ
・
ボ
ブ

ス
ポ
ン
ジ
・
オ
ン
・
ザ
・
ラ
ン

■
入
場
料
／
無
料

■
注
意
事
項
／
当
日
の
状
況
に
よ

り
、
入
場
制
限
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
商
工
会�

飯

村
（
☎
０
２
９
６‐
76‐

１
８
０
０
）

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に

反
映
す
る
た
め
に
、
市
長
と
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
市
長
は
職
務
上
、
急
な

用
務
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
副
市
長
な
ど
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
も
前
日
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
８
月
８
日
（
月
）
９
時

～
12
時
（
最
終
受
付
11
時
30
分
）

■
会
場
／
市
役
所�

岩
瀬
庁
舎

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課（
☎
58‐�

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）



〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田154-4　TEL：0296-71-6888　担当：益子・宮島
デイサービスセンター　上の原

利用者様見学を募集しております。
お問い合わせください。

レクや体操、季節のイベントを
一緒に楽しみましょう‼

レクや体操、季節のイベントを
一緒に楽しみましょう‼

デイサービス 上の原は
皆様の集いの場 です

障がい者グループホームステップ障がい者グループホームステップ
業務拡大につきスタッフ募集中業務拡大につきスタッフ募集中正　パ

TEL.0296-75-2509上の原学園
担当：杉山・宮田

社会福祉法人

さくらがわ　2022.8.115

　
短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

幹
高
く
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
は
白
じ
ろ
と
花

ざ
か
り
な
り
神
坐い

ま

す
ご
と

�
広
沢�
日
出
子

初
め
て
の
田
植
に
た
ち
ま
ち
立
ち
往
生
孫
は

じ
い
じ
に
抱
っ
こ
を
ね
だ
る

�

大
関�

登
志
子

蟻
地
獄
の
庭
に
か
す
か
な
動
き
あ
り
し
ば
ら

く
待
て
ど
姿
は
見
せ
ず

�

泉�

三
郎

夕
日
背
に
散
歩
に
出
か
け
赤
ネ
ギ
を
抜
い
て

帰
り
ぬ
自し

が
影
連
れ
て

�

浜
野
和�

操

人
を
信
じ
る
こ
と
の
儚
さ
八
十
路
に
て
思
い

知
ら
さ
れ
幾
夜
ね
む
れ
ず

�

鈴
木�

英
雄

母
の
日
に
茄
子
苗
植
え
て
雨
を
待
つ
聞
く
こ

と
で
き
ぬ
小
言
懐
か
し

�

瀧
田�

勇

日
に
む
か
ひ
恍
惚
と
ゑ
む
牡
丹
花
に
そ
っ
と

触
れ
ゆ
く
は
つ
な
つ
の
風

�

瀧
井�

幸
子

夕
方
に
帰
れ
ば
裏
の
見み

は
り張
田だ

は
早
苗
の
み
ど

り
に
替
り
て
い
た
り

�

大
久
保�

富
美
江

プ
ー
チ
ン
は
コ
ブ
ラ
の
ご
と
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
吞
み
込
ま
ん
と
口
を
大
き
く
あ
け
た
り

�

渡
辺�

し
な
子

武
器
供
与
す
る
よ
り
か
の
地
の
国
民
を
飢
え

さ
せ
る
な
と
声
を
あ
げ
た
し

�

古
賀�

澄

春
ふ
け
て
大
川
の
水
嵩
増
し
き
た
り
今
年
も

田
植
の
時
季
が
近
づ
く

�

雨
谷�

友
子

海
外
に
飛
び
発
つ
ご
と
き
い
で
た
ち
で
夫つ

ま

は

二
泊
の
検
査
入
院
す

�

川
崎�

邦
子

起
き
出い

で
て
庭
の
花
々
と
語
れ
る
が
一
人
ぐ

ら
し
の
習
わ
し
と
な
る

�

久
保�
悦
子

つ
け
麺
に
は
汁
た
っ
ぷ
り
と
ゴ
マ
や
紫し

そ蘇
そ

え
て
や
り
た
し
子
供
の
日
き
ょ
う

�

小
林�

美
瑳
子

母
の
ご
と
慕
い
て
き
た
る
姉
逝
け
ば
わ
が
心

ま
で
失う

せ
た
る
ご
と
し

�

石
田�

守
子

【
一
般
投
稿
】

好
物
と
旬
の
香
添
え
て
囲
む
夕
孫
の
笑
顔
に

食
が
進
み
し

�

袖
山�

千
鶴
子

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

お
盆
帰
省
の
同
窓
会
も
コ
ロ
ナ
長
引
き
偲
ぶ

友

�

山
も
み
じ

ホ
ー
ム
寄
り
添
う
盲
導
犬
の
足
も
黄
色
い
線

を
踏
む

�

花
野�

し
ぐ
れ

昔
な
つ
か
し
真
夏
の
風
情
縁
台
将
棋
に
夕
涼

み

�

み
ー
ち
ゃ
ん

酔
い
よ
い
よ
い
酒
ご
き
げ
ん
さ
ん
が
赤
い
顔

し
た
よ
い
月
夜

�

稲
葉�

建
正

親
の
年
越
え
元
気
で
無
事
を
伝
え
香
を
上
げ

盆
供
養

�

田�

哲
人

　
俳
　
句

【
一
般
投
稿
】

送
ら
れ
し
ス
イ
カ
食
み
食
み
父
母
の
味

�

長
堀�

芳
江
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市
の
新
た
な
公
園
が
誕
生

市
の
新
た
な
公
園
が
誕
生

��

大
和
駅
北
公
園

大
和
駅
北
公
園

�

■
問
合
先
／
地
域
開
発
課
（
☎
０
２
９
６-

58-

５
１
２
６
直
通
）

この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています

広
報

さ
く

ら
が

わ
N

o
.４

０
５
 ８

月
1

日
発

行
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

https://w
w

w
.city.sakuragaw

a.lg.jp
E メ

ー
ル

： info@
city.sakuragaw

a.lg.jp
TEL：

0296-58-5111（
代

表
）

FAX：
0296-58-5115

〒
309-1293 茨

城
県

桜
川

市
羽

田
1023 番

地
発

行
：

桜
川

市
／

月
２

回
（

１
日

／
 15 日

）　
編

集
：

市
長

公
室

秘
書

広
報

課

リハビリハート総合介護ケアセンターリハビリハート総合介護ケアセンター
理学療法士 本橋 寛樹理学療法士 本橋 寛樹

介護・リハビリの
ご 相 談 や 見 学 0 2 9 6 - 7 3 - 6 9 6 5
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり

土曜・祝日も営業土曜・祝日も営業 【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー） ・訪問介護

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー） ・訪問介護

　

７
月
７
日
は
七
夕
さ
ま

で
す
。
園
で
は
、
み
ん
な

で
歌
を
歌
っ
た
り
紙
芝
居

を
見
た
り
し
て
、
七
夕
集

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
短
冊
の

願
い
事
は
、
一
生
懸
命
に

練
習
し
た
ひ
ら
が
な
を

　

７
月
13
日
、
桜
川
筑
西
IC
（
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
周
辺
地
区
開

発
整
備
事
業
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
大
和

駅
北
側
に
整
備
し
た
大
和
駅
北
公

園
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

大
和
駅
北
公
園
は
、
平
成
30
年

10
月
に
開
院
し
た
さ
く
ら
が
わ
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
地

域
資
源
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
の
も
と
、
令
和
元
年
度
か

ら
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

使
っ
て
、
自
分
の
力
で
書

き
ま
し
た
。
ハ
サ
ミ
や
糊

の
使
い
方
も
上
手
に
な

り
、
と
て
も
素
敵
な
笹
飾

り
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
の
願
い
事
が
、

星
空
ま
で
届
く
と
い
い

ね
。

やまと認定こども園やまと認定こども園
ぞうぞう組組

　

今
回
は
、
整
備
が
進
ん
だ
児
童

用
・
幼
児
用
の
大
型
複
合
遊
具
を

設
置
し
た
遊
具
広
場
、
駐
車
場
、

ト
イ
レ
、
公
園
の
外
側
を
一
周
す

る
園
路
な
ど
一
部
の
施
設
が
利
用

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
来
賓
を
は

じ
め
関
係
者
が
出
席
。
ま
た
、
や

ま
と
認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
も
参

加
し
、
開
園
を
記
念
し
た
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
終
了
後
に
は
、
新
し
い
遊

具
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
遊
ぶ
、

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

新
た
に
誕
生
し
た
大
和
駅
北
公

園
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

願
い
よ
届
け

願
い
よ
届
け

　
　
七
夕
さ
ま
の
笹
飾
り

　
　
七
夕
さ
ま
の
笹
飾
り

開園を記念して行われたテープカット

新しい遊具で遊ぶ子どもたち
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